
(57)【要約】

【課題】　丸鋸による被加工材の切断作業時に発生する

切粉が、当該切断方向の前方における切断領域に堆積し

ないように改良された技術を提供する。

【解決手段】　被加工材を切断するブレード１２３およ

び当該ブレードを回転駆動する駆動モータを有する丸鋸

本体部１２１と、丸鋸本体部に連接されるとともに被加

工材に載置可能なベース１１１とを有し、ベースを被加

工材に載置して切断方向へと移動させることでブレード

により切断作業する丸鋸において、駆動モータ冷却後の

風をブレード前方のベース上面に誘導し、ベース上面に

は切断方向に所定長さで延在する通風路を設定するとと

もに当該通風路の出口をベース前方の切断領域に対向状

に開口し、ベース上面に誘導された冷却風を前記通風路

に通じることによって切断方向の前方領域に向って直線

状に吹き付ける構成とした。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 加 工 材 を 切 断 す る ブ レ ー ド お よ び 当 該 ブ レ ー ド を 回 転 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ を 有 す る 丸
鋸 本 体 部 と 、 前 記 丸 鋸 本 体 部 に 連 接 さ れ る と と も に 前 記 被 加 工 材 に 載 置 可 能 な ベ ー ス と を
有 し 、 前 記 ベ ー ス を 前 記 被 加 工 材 に 載 置 し て 切 断 方 向 へ と 移 動 さ せ る こ と で 前 記 ブ レ ー ド
に よ り 切 断 作 業 す る 丸 鋸 で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 モ ー タ 冷 却 後 の 風 を 前 記 ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上 面 に 誘 導 し 、 前 記 ベ ー ス 上 面
に は 前 記 切 断 方 向 に 所 定 長 さ で 延 在 す る 通 風 路 を 設 定 す る と と も に 当 該 通 風 路 の 出 口 を 前
記 ベ ー ス 前 方 の 切 断 領 域 に 対 向 状 に 開 口 し 、 前 記 ベ ー ス 上 面 に 誘 導 さ れ た 冷 却 風 を 前 記 通
風 路 に 通 じ る こ と に よ っ て 切 断 方 向 の 前 方 領 域 に 向 っ て 直 線 状 に 吹 き 付 け る 構 成 と し た こ
と を 特 徴 と す る 丸 鋸 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 丸 鋸 で あ っ て 、
　 前 記 丸 鋸 本 体 部 は 、 前 記 ブ レ ー ド を 収 容 す る ブ レ ー ド ケ ー ス を 備 え て お り 、 当 該 ブ レ ー
ド ケ ー ス 内 に は 、 モ ー タ 冷 却 後 の 風 を ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上 面 を 通 し て 前 記 通 風 路 へ と
流 出 さ せ る 誘 導 路 が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 丸 鋸 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 丸 鋸 で あ っ て 、
　 前 記 通 風 路 は 、 前 記 ベ ー ス 上 面 に 配 置 さ れ る ブ レ ー ド 位 置 標 示 用 の 墨 線 ガ イ ド の 下 面 に
形 成 さ れ た 前 後 方 向 に 延 在 す る 凹 部 に よ っ て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 丸 鋸 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 丸 鋸 で あ っ て 、
　 前 記 ベ ー ス の 前 端 部 に は 、 後 方 に 所 定 長 さ で 延 在 す る 切 欠 が 設 定 さ れ 、 当 該 切 欠 に 上 方
か ら 被 さ る よ う に し て 前 記 墨 線 ガ イ ド が 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 丸 鋸 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 丸 鋸 に お い て 被 加 工 材 の 切 断 時 に 発 生 す る 切 粉 の 処 理 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 丸 鋸 を 用 い て の 被 加 工 材 （ 特 に 木 材 ） の 切 断 作 業 に よ っ て 発 生 す る 切 粉 は 、 被 加 工 材 を
切 断 す る ブ レ ー ド （ ノ コ 刃 ） の 回 転 に よ っ て 生 ず る 空 気 流 に よ っ て 運 ば れ 、 ブ レ ー ド の 概
ね 半 分 の 上 部 領 域 を 覆 う ブ レ ー ド ケ ー ス の 内 側 を 通 っ て 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス 後 部 か ら 排 出
さ れ る 。 し か し 、 一 部 の 切 粉 に つ い て は 、 前 方 へ と 飛 び 出 し て ベ ー ス 上 面 あ る い は 被 加 工
材 の 上 面 に 堆 積 し 、 当 該 被 加 工 材 に 引 か れ た 墨 線 を 覆 い 隠 し て し ま う 。 こ の よ う な 不 具 合
を 解 決 す る べ く 、 モ ー タ の 冷 却 に 供 さ れ た 冷 却 風 を 切 粉 の 吹 き 飛 ば し に 利 用 す る 技 術 が 提
案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 実 用 新 案 登 録 公 報 第 ２ ５ ４ ３ ２ ９ ８ 号 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 モ ー
タ 冷 却 後 の 風 を ノ コ 刃 と 被 加 工 材 と の 切 断 点 近 傍 に 向 っ て 斜 め 上 方 か ら 吹 き 付 け る 構 成 の
切 粉 処 理 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 開 示 技 術 で は 、 ブ レ ー ド ケ ー ス の 側 面 に リ ブ 状 の 隔 壁 を 設 定 し 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ
の 排 出 口 か ら 排 出 さ れ る モ ー タ 冷 却 後 の 風 を リ ブ 状 の 隔 壁 を 風 の ガ イ ド に し て ベ ー ス 上 面
に 向 っ て 斜 め 上 方 か ら 風 を 吹 き 付 け る 構 成 と し て い る 。 す な わ ち 、 ベ ー ス の 上 面 に 風 を 集
中 的 に 吹 き 付 け て 切 粉 を 吹 き 飛 ば す 技 術 が 開 示 さ れ て い る に 止 ま る も の で あ り 、 そ の 後 の
切 粉 の 処 理 に つ い て は 一 切 考 慮 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 ベ ー ス 前 方 （ 切 断 作 業 時 の 進 行
方 向 の 前 方 ） の 切 断 領 域 （ 被 加 工 材 の 上 面 ） に は 依 然 と し て 切 粉 が 堆 積 す る 可 能 性 が 高 い
も の で あ る 。 こ の こ と か ら 、 切 断 部 位 付 近 に お い て ブ レ ー ド の 刃 先 を 墨 線 に 合 わ せ て 切 断
作 業 す る 場 合 に は 有 効 で あ る も の の 、 ベ ー ス 先 端 部 に 設 け た 墨 線 ガ イ ド を 墨 線 に 合 わ せ て
切 断 作 業 す る 場 合 に は 有 効 と は 言 え ず 、 か か る 点 で 改 良 の 余 地 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 公 報 第 ２ ５ ４ ３ ２ ９ ８ 号
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み 、 丸 鋸 に よ る 被 加 工 材 の 切 断 作 業 時 に 発 生 す る 切 粉 が 、 当 該 切 断
方 向 の 前 方 に お け る 切 断 領 域 に 堆 積 し な い よ う に 改 良 さ れ た 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 材 を 切 断 す る ブ レ ー ド お よ び 当 該 ブ レ ー ド を 回
転 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ を 有 す る 丸 鋸 本 体 部 と 、 丸 鋸 本 体 部 に 連 接 さ れ る と と も に 被 加 工 材
に 載 置 可 能 な ベ ー ス と を 有 し 、 ベ ー ス を 被 加 工 材 に 載 置 し て 切 断 方 向 へ と 移 動 さ せ る こ と
で ブ レ ー ド に よ り 切 断 作 業 す る 丸 鋸 が 構 成 さ れ る 。 そ し て モ ー タ 冷 却 後 の 風 を ブ レ ー ド の
前 端 領 域 に お け る ベ ー ス 上 面 に 誘 導 す る 構 成 と さ れ て い る 。 ま た 本 発 明 で は 、 ベ ー ス 上 面
に は 切 断 方 向 に 所 定 長 さ で 延 在 す る 通 風 路 を 設 定 す る と と も に 当 該 通 風 路 の 出 口 を ベ ー ス
前 方 の 切 断 領 域 に 対 向 状 に 開 口 し 、 ベ ー ス 上 面 に 誘 導 さ れ た 冷 却 風 を 通 風 路 に 通 じ る こ と
に よ っ て 切 断 方 向 の 前 方 領 域 に 向 っ て 直 線 状 に 吹 き 付 け る 構 成 と し て い る 。 こ こ で 「 所 定
長 さ で 延 在 す る 通 風 路 」 と は 、 風 の 流 れ 方 向 に つ い て 概 ね 直 線 状 の 指 向 性 を 付 与 す る こ と
が 可 能 な 長 さ を 有 す る 通 路 を 意 味 し 、 風 を 切 断 方 向 の 前 方 に 向 っ て 集 中 的 に 吹 き 付 け る よ
う に 誘 導 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 延 在 方 向 の 一 部 、 あ る い は 全 体 に 開 放 部 分 を 有 す る オ
ー プ ン 構 造 の 通 路 を 否 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 駆 動 モ ー タ の 冷 却 に 供 さ れ た 風 を ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上 面 に 誘 導 し
た 後 、 当 該 風 を ベ ー ス 上 面 に 設 定 さ れ た 通 風 路 を 介 し て 切 断 方 向 の 前 方 に 向 っ て 誘 導 す る
と と も に 、 当 該 通 風 路 の 出 口 か ら 切 断 す べ き 被 加 工 材 の 切 断 領 域 に 向 っ て 集 中 的 に 吹 き 付
け る こ と が で き る 。 こ の よ う な 風 の 流 れ が 形 成 さ れ る こ と で 、 被 加 工 材 の 切 断 時 に 発 生 す
る 切 粉 の う ち 、 ブ レ ー ド の 前 方 へ と 流 れ る 切 粉 は 、 ベ ー ス 上 面 に 誘 導 さ れ る 風 に よ っ て 吹
き 飛 ば さ れ 、 あ る い は 当 該 風 に よ っ て 前 方 へ と 運 ば れ る と と も に 、 通 風 路 を 介 し て 出 口 か
ら 前 方 へ 放 出 さ れ る 。 通 風 路 の 出 口 か ら 流 出 し た 風 は 、 ベ ー ス の 前 端 部 か ら 被 加 工 材 の 切
断 領 域 に 向 か っ て 吹 き 付 け ら れ 、 切 粉 を 吹 き 飛 ば す 。 こ れ に よ り 切 断 領 域 に お け る 一 定 領
域 に つ き 、 切 粉 が 存 在 し な い 領 域 を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ベ ー ス 前 端 部 か ら
一 定 の 前 方 領 域 に つ い て は 、 被 加 工 材 に 引 か れ た 墨 線 が 切 粉 に よ っ て 覆 い 隠 さ れ る こ と が
回 避 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 被 加 工 材 の 切 断 方 向 で あ る 、 丸 鋸 の 進 行 方 向 の
前 方 へ と 指 向 さ れ た 風 を 被 加 工 材 の 切 断 領 域 （ 墨 線 ） に 集 中 的 に 吹 き 付 け る こ と に よ っ て
、 墨 線 に 対 す る 切 粉 の 堆 積 防 止 が 確 実 に な さ れ 、 墨 線 が 見 や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 ）
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 丸 鋸 に お け る 丸 鋸 本 体 部 は 、 ブ レ ー
ド を 収 容 す る ブ レ ー ド ケ ー ス を 備 え て お り 、 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス 内 に は 、 モ ー タ 冷 却 後 の
風 を ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上 面 を 通 し て 通 風 路 へ と 流 出 さ せ る 誘 導 路 が 設 定 さ れ た 構 成 と
さ れ る 。 な お 丸 鋸 の 場 合 、 起 動 モ ー タ は 、 切 断 作 業 時 の 移 動 方 向 に 対 し 回 転 軸 線 方 向 が 概
ね 交 差 す る よ う に 配 置 す る 構 成 が 一 般 的 で あ る 。 こ の た め 、 「 誘 導 路 」 を 設 定 す る に 当 た
っ て は 、 駆 動 モ ー タ を 収 容 す る モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 内 を 通 過 し て ブ レ ー ド ケ ー ス 内 に 排 出 さ
れ る 風 を 受 容 後 、 当 該 風 が 前 方 の 通 風 路 に 向 う よ う に 方 向 を 転 換 し て 誘 導 す る 態 様 の 通 路
構 成 部 材 を 配 置 す る こ と が 有 効 で あ る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 誘 導 路 を ブ レ ー ド ケ ー ス 内 に 設 定 す る こ と で 、 誘 導 路 を 介 し て 概 ね 直
線 状 に 流 出 さ れ る 風 の 流 出 方 向 と 、 通 風 路 の 通 路 方 向 と が 平 面 視 で 概 ね 同 一 直 線 状 に 整 合
あ る い は 近 接 す る よ う に 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の こ と に よ り 、 誘 導 路 か ら 流 出 さ
れ た 風 を 通 風 路 に 効 率 よ く 進 入 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 ）
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　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 丸 鋸 に お け る 通 風 路 は 、 ベ
ー ス 上 面 に 配 置 さ れ る ブ レ ー ド 位 置 標 示 用 の 墨 線 ガ イ ド の 下 面 に 形 成 さ れ た 前 後 方 向 に 延
在 す る 凹 部 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 「 墨 線 ガ イ ド 」 と は 、 ブ レ ー ド の 位 置 を 被 加 工
材 に 引 か れ た 墨 線 に 合 わ せ る べ く 、 当 該 ブ レ ー ド の 位 置 を 示 す 目 印 と し て の 機 能 を 有 す る
も の を い う 。 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 墨 線 ガ イ ド の 下 面 （ 凹 部 ） を 風 が 通 り 抜 け る 構 成
の た め 、 墨 線 ガ イ ド の 前 方 に お け る 切 粉 の 吹 き 飛 ば し が 確 実 に な さ れ て 被 加 工 材 の 墨 線 が
見 易 く な り 、 墨 線 合 わ せ を 容 易 に 遂 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 ）
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 丸 鋸 に お い て 、 ベ ー ス の 前 端 部 に は
、 前 方 が 開 口 さ れ た 切 欠 が 設 定 さ れ 、 当 該 切 欠 に 上 方 か ら 被 さ る よ う に し て 墨 線 ガ イ ド を
配 置 し た 構 成 と さ れ る 。 か か る 構 成 に よ れ ば 、 墨 線 ガ イ ド を 被 加 工 材 の 墨 線 に 近 接 す る よ
う に 配 置 す る こ と が 可 能 と な り 、 墨 線 合 わ せ を よ り 容 易 に 遂 行 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 丸 鋸 に よ る 被 加 工 材 の 切 断 作 業 時 に 発 生 す る 切 粉 が 、 当 該 切 断 方 向 の
前 方 に お け る 切 断 領 域 に 堆 積 し な い よ う に 改 良 さ れ た 技 術 が 提 供 さ れ る こ と と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 丸 鋸 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す る 。 図
１ に は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 丸 鋸 １ ０ １ の 全 体 構 成 が 一 部 を 切 断 し た 平 面 図 と し て 示 さ れ 、
図 ２ に は 丸 鋸 １ ０ １ の 全 体 構 成 が 一 部 を 切 断 し た 側 面 図 と し て 示 さ れ 、 さ ら に 図 ３ に は 丸
鋸 １ ０ １ の 全 体 構 成 が 正 断 面 図 と し て 示 さ れ て い る 。 ま た 図 ４ は 図 １ に お け る Ａ 部 の 拡 大
図 で あ り 、 図 ５ は 図 ２ に お け る Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の
形 態 に 係 る 丸 鋸 １ ０ １ は 、 概 括 的 に 、 被 加 工 材 上 に 載 置 可 能 な ベ ー ス １ １ １ と 、 当 該 ベ ー
ス １ １ １ に 対 し 傾 動 中 心 １ ２ １ ａ 回 り に 傾 動 可 能 に 連 接 さ れ た 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ と を 有 す
る 。 な お 被 加 工 材 は 便 宜 上 図 示 し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ は 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ と 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 概 ね 上 半 分 を 覆 蓋 す る ブ レ
ー ド ケ ー ス １ ２ ５ と 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ を 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 収 容 す る
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ と 、 作 業 者 が 把 持 し て 丸 鋸 １ ０ １ を 保 持 ・ 前 進 さ せ る た め の ハ ン
ド グ リ ッ プ （ ハ ン ド ル 部 ） １ ２ ９ と を 主 体 と し て 構 成 さ れ る 。 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ に は
、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 下 半 分 を 覆 う セ ー フ テ ィ カ バ ー １ ２ ６ が 回 動 自 在 に 付 設 さ れ て い る 。
そ し て 当 該 セ ー フ テ ィ カ バ ー １ ２ ６ を 含 め た ブ レ ー ド １ ２ ３ の 下 縁 部 が 、 ベ ー ス １ １ １ に
形 成 さ れ た 開 口 １ １ １ ａ を 通 し て 下 面 側 に 突 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 セ ー フ テ ィ カ バ ー １ ２ ６ は 、 被 加 工 材 の 切 断 作 業 時 、 す な わ ち 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部
（ 図 ２ に お い て 右 側 ） を 切 断 す べ き 被 加 工 材 上 に 載 置 し て 前 方 （ 図 ２ に お い て 右 方 向 ） へ
移 動 さ せ た と き 、 当 該 被 加 工 材 に よ っ て 前 端 部 を 押 さ れ る こ と で 退 避 し 、 ブ レ ー ド ケ ー ス
１ ２ ５ 内 に 収 容 さ れ る 。 丸 鋸 本 体 １ ０ １ の 前 後 方 向 が 本 発 明 に お け る 「 切 断 方 向 」 に 対 応
す る 。 ハ ン ド グ リ ッ プ １ ４ １ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ９ の 上 方 に 一 体 状 に 設 け ら れ る と
と も に 、 駆 動 モ ー タ １ ２ １ を 通 電 駆 動 す る た め の ト リ ガ ス イ ッ チ （ 便 宜 上 図 示 を 省 略 す る
） が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 お よ び 後 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ ア ン ギ ュ ラ ー プ レ ー ト １ １ ３ が 立 設
さ れ る 。 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ は 、 当 該 ア ン ギ ュ ラ ー プ レ ー ト １ １ ３ に 対 し 、 当 該 丸 鋸 本 体 部
１ ２ １ の 前 後 方 向 の 軸 線 回 り に 回 動 し つ つ 傾 斜 角 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ １ １ ５ を 用 い て 固 定 さ
れ る こ と に よ り 、 丸 鋸 １ ０ １ の 前 後 方 向 に 対 し て 左 右 に 傾 斜 し た 状 態 で の 切 断 作 業 、 い わ
ゆ る 傾 斜 切 り に 対 応 す る 構 成 と さ れ る 。 ま た 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ は 、 傾 動 中 心 １ ２ １ ａ 回 り
に 上 下 方 向 に 傾 動 す る こ と で 、 ブ レ ー ド 下 縁 部 １ ２ ３ ａ の ベ ー ス １ １ １ 下 面 か ら の 突 出 量
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が 調 節 さ れ る 構 成 、 い わ ゆ る 切 込 深 さ 調 節 機 能 を 有 す る 構 成 と さ れ る 。 な お ブ レ ー ド １ ２
３ の 切 り 込 み 深 さ 調 整 後 の 丸 鋸 本 体 １ ０ １ は 、 切 込 深 さ 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ １ １ ７ に よ っ て
ベ ー ス １ １ １ に 固 定 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ３ に 詳 し く 示 す よ う に 、 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２
７ に 連 接 さ れ る と と も に 、 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 回 転 出 力 を ブ レ ー ド １ ２ ３ に 伝 達 す る た め
の 動 力 伝 達 機 構 部 １ ４ １ を 収 容 す る ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ を 一 体 に 備 え て い る 。 駆 動
モ ー タ １ ３ １ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ る 回 転 子 １ ３ １ ａ と 、
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ 内 に ネ ジ １ ３ ３ 等 の 止 着 手 段 に よ っ て 固 定 さ れ る 固 定 子 １ ３ １ ｂ
と か ら 構 成 さ れ 、 回 転 子 １ ３ １ ａ の 回 転 軸 線 方 向 が 切 断 作 業 時 に お け る 丸 鋸 １ ０ １ の 移 動
方 向 と 直 交 す る 方 向 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 電 動 モ ー タ １ ３ １ の 出 力 軸 １ ３ ５ は 、
概 ね 水 平 状 に 延 在 す る と と も に 、 そ の 両 端 部 に お い て ベ ア リ ン グ １ ３ ７ に よ っ て 回 転 自 在
に 支 持 さ れ て い る 。 出 力 軸 １ ３ ７ の 一 端 部 側 （ ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ 側 ） に は 、 駆 動
ギ ア １ ３ ５ ａ が 一 体 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ 内 に は 、 ブ レ ー ド 装 着 用 の ブ レ ー ド 軸 １ ４ ３ が 出 力 軸 １ ３ ５
と 平 行 を な す よ う に 配 置 さ れ 、 ベ ア リ ン グ １ ４ ５ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ブ
レ ー ド 軸 １ ４ ３ の 一 端 に は 、 当 該 ブ レ ー ド 軸 １ ４ ３ と 一 体 回 転 す る 被 動 ギ ア １ ４ ７ が 配 置
さ れ 、 当 該 被 動 ギ ア １ ４ ７ は 駆 動 ギ ア １ ３ ５ ａ と 噛 み 合 い 係 合 す る 。 こ の 結 果 、 ブ レ ー ド
軸 １ ４ ７ に 装 着 さ れ た ブ レ ー ド １ ２ ３ は 、 駆 動 ギ ア １ ３ ５ ａ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ た 被 動
ギ ア １ ３ ３ と 一 体 状 に 回 転 可 能 と さ れ る 。 上 記 の 駆 動 ギ ア １ ３ ５ ａ 、 被 動 ギ ア １ ４ ７ 、 ブ
レ ー ド 軸 １ ４ ３ に よ っ て 動 力 伝 達 機 構 部 １ ４ １ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 出 力 軸 １ ３ ５ に は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ５ に 冷 却 風 を 流 通 さ せ る
冷 却 フ ァ ン １ ５ １ が 当 該 出 力 軸 １ ３ ５ と 一 体 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 冷 却 フ
ァ ン １ ５ １ に は 、 遠 心 フ ァ ン が 用 い ら れ て お り 、 当 該 冷 却 フ ァ ン １ ５ １ の 後 側 に バ ッ フ ル
プ レ ー ト １ ５ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 バ ッ フ ル プ レ ー ト １ ５ ３ の 中 央 部 に は 、 通 風 孔 １ ５ ５
（ 図 ３ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 通 電 駆 動 に よ っ て 冷 却 フ ァ ン １ ５ １
が 回 転 さ れ る と 、 当 該 冷 却 フ ァ ン １ ５ １ の 吸 引 力 に よ り モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ の 端 部 に
形 成 さ れ た 吸 入 口 １ ５ ７ か ら 冷 却 風 が 吸 入 さ れ 、 当 該 冷 却 風 は 、 図 １ に 矢 印 で 示 す よ う に
、 回 転 子 １ ３ １ ａ と 固 定 子 １ ３ １ ｂ と の 間 の 隙 間 、 あ る い は 固 定 子 １ ３ １ ｂ と ハ ウ ジ ン グ
内 壁 面 と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 を 通 っ て ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ 側 へ と 流 通 す る こ と で
駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 冷 却 す る 。 そ し て 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 通 過 し た 冷 却 風 は 、 バ ッ フ ル プ
レ ー ト １ ５ ３ に 案 内 さ れ つ つ ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ に 形 成 さ れ た 風 窓 １ ５ ９ を 通 っ て
ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 側 へ 排 出 さ れ る 構 成 と さ れ る 。 な お 風 窓 １ ５ ９ は 、 周 方 向 に 適 宜 間
隔 で 複 数 配 置 （ 図 ２ 参 照 ） さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に は 、 風 窓 １ ５ ９ を 通 過 し た 冷 却 風 の 一 部 を 受 け 入 れ る と と も
に 、 当 該 冷 却 風 の 流 れ 方 向 を 変 換 す る 誘 導 路 １ ６ １ が 形 成 さ れ て い る 。 当 該 誘 導 路 １ ６ １
は 、 幾 つ か の 風 窓 １ ５ ９ に 対 向 状 に 配 置 さ れ た 風 整 流 板 １ ６ ３ と 当 該 風 整 流 板 １ ６ ３ に 一
体 状 に 連 接 す る ノ ズ ル 部 １ ６ ５ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 風 整 流 板 １ ６ ３ は 平 板 の 周 縁 部 が Ｌ
形 に 折 り 曲 げ ら れ た 略 皿 型 に 形 成 さ れ て お り 、 風 窓 か ら 排 出 さ れ た 冷 却 風 を 受 け 止 め る と
と も に 流 れ の 方 向 を 転 換 し て ノ ズ ル 部 １ ６ ５ へ と 誘 導 す る 構 成 と さ れ る 。 ノ ズ ル 部 １ ６ ５
は 、 断 面 略 Ｃ 形 に 形 成 さ れ 、 開 放 側 端 面 が ブ レ ー ド ケ ー ス の 内 壁 面 に 当 接 す る こ と で 風 整
流 板 １ ６ ３ の 空 間 よ り も 細 い 噴 射 通 路 を 形 成 す る 。 そ し て ノ ズ ル 部 １ ６ ５ は 、 出 口 が ベ ー
ス 上 面 １ １ １ ｂ に 臨 む よ う に 傾 斜 状 に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 、 図 １ お よ び 図 ２ に 矢 印 に て
示 す よ う に 、 冷 却 風 を ブ レ ー ド １ ２ ３ の 前 方 領 域 に お け る ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 向 っ て 斜
め 下 方 に 放 出 す る 構 成 と さ れ る 。 す な わ ち 、 ノ ズ ル 部 １ ６ ５ は 、 ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上
面 １ １ １ ｂ に 向 っ て 冷 却 風 を 切 断 方 向 と 概 ね 平 行 な 方 向 に 流 出 す る よ う に 案 内 し 、 延 い て
は ベ ー ス 上 面 １ １ ｂ の 前 端 領 域 に 形 成 さ れ る 通 風 路 １ ７ １ へ 流 入 さ せ る べ く 、 指 向 性 を 付
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与 す る 構 成 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 通 風 路 １ ７ １ は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 流 出 さ れ た 冷 却 風 を ベ ー ス １ １ １ の 前 端 よ り も
さ ら に 前 方 に 向 っ て 概 ね 直 線 状 に 吹 き 出 す べ く 備 え ら れ 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ の 前 端 部 に
着 脱 自 在 に 配 置 さ れ る 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ は 、 ブ レ
ー ド １ ２ ３ の 位 置 を 示 す 目 印 と し て 機 能 す る も の で あ り 、 上 面 に は 直 線 切 り 時 の ブ レ ー ド
位 置 を 示 す 切 り 込 み １ ７ ３ ａ お よ び 刃 先 模 様 と 、 傾 斜 切 り （ 例 え ば ４ ５ 度 ） 時 の ブ レ ー ド
位 置 を 示 す 切 り 込 み １ ７ ３ ｂ お よ び 刃 先 模 様 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ の 前 端 領 域 に 被 さ る よ う に 配 置 さ れ る と と も
に 、 止 着 ネ ジ １ ７ ５ に よ っ て 着 脱 自 在 に 止 着 さ れ る 。 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ の 下 面 側 に は 、 前
後 方 向 に 開 口 す る 凹 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 凹 部 と 当 該 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ と の 間 に 切 断 方 向
に 所 定 長 さ で 延 在 す る 断 面 形 状 が 概 ね 長 方 形 状 の 通 風 路 １ ７ １ が 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、
通 風 路 １ ７ １ の 入 口 は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 流 出 さ れ た 冷 却 風 の 進 入 を 受 け 入 れ る べ く
、 当 該 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 対 向 状 に 開 口 さ れ る 。 ま た 通 風 路 １ ７ １ の 出 口 は 、 ベ ー ス １
１ １ の 前 端 部 か ら 前 方 の 切 断 領 域 に 対 し 対 向 状 に 開 口 さ れ る 。 な お 通 風 路 １ ７ １ は 、 全 体
と し て や や 前 下 が り の 傾 斜 状 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 通 風 路 １ ７ １ を 通 し て 前 方
へ 吹 き 出 さ れ る 冷 却 風 は 、 切 断 方 向 に 概 ね 平 行 な 直 線 状 と な る 。 な お 通 風 路 １ ７ １ の 延 在
長 さ に つ い て は 、 出 口 か ら 流 出 す る 冷 却 風 が 流 出 直 後 に お い て 拡 散 す る こ と な く 、 前 方 に
向 っ て 一 定 の 流 出 長 さ が 確 保 さ れ る よ う に 設 定 さ れ る 。 ま た ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ の 前 端 縁
に は 平 面 視 で 略 コ 字 形 の 切 欠 １ １ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 当 該 切 欠 １ １ １ ｃ に 墨 線
ガ イ ド １ ７ ３ が 上 方 か ら 被 さ る よ う に 配 置 さ れ た 構 成 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 本 実 施 の 形 態 の 丸 鋸 １ ０ １ の 作 用 お よ び 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 作 業 者 は 、 丸 鋸 １ ０ １ の ハ ン ド グ リ ッ プ １ ２ ９ を 把 持 し 、 ト リ ガ ス イ ッ チ の 引 き 絞 り 操
作 に よ り 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 通 電 駆 動 し て ブ レ ー ド １ ２ ３ を 回 転 し た 後 、 切 断 す べ き 被 加
工 材 上 に ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 を 載 置 し て 前 方 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ブ レ ー ド １ ２ ３
に よ る 当 該 被 加 工 材 の 切 断 作 業 が 遂 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 駆 動 に 伴 い 冷 却 フ ァ ン １ ５ １ が 回 転 さ れ る 。 当 該 冷 却 フ ァ ン １ ５ １
の 回 転 に よ っ て 吸 入 口 １ ５ ７ か ら モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ 内 に 吸 入 さ れ た 冷 却 風 は 、 図 １
に 示 す よ う に 、 当 該 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ の 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 冷 却 し た 後 、 風 窓 １ ５
９ を 通 っ て ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に 排 出 さ れ る 。 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に 排 出 さ れ た
冷 却 風 の う ち 、 一 部 の 冷 却 風 は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 風 整 流 板 １ ６ ３ に よ っ て
受 け 止 め ら れ る と と も に ノ ズ ル 部 １ ６ ５ へ と 誘 導 さ れ た 後 、 当 該 ノ ズ ル 部 １ ６ ５ を 介 し て
ブ レ ー ド １ ２ ３ 側 か ら 当 該 ブ レ ー ド １ ２ ３ 前 方 の ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 向 っ て 斜 め 上 方 か
ら 流 出 さ れ る 。 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ へ 流 出 さ れ た 冷 却 風 は 、 さ ら に 当 該 ベ ー ス 上 面 に 沿 っ
て 前 方 へ と 流 れ 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ と ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ と の 間 に 形 成 さ れ た 通 風 路 １ ７
１ を 通 っ て 前 方 の 切 断 領 域 、 す な わ ち 被 加 工 材 の 上 面 へ と 吹 き 出 さ れ る 。 か く し て 、 駆 動
モ ー タ １ ３ １ の 駆 動 時 に は 、 上 記 の よ う な 風 の 流 れ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 切 断 作 業 時 に 生 じ た 切 粉 の う ち の 大 部 分 は 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 回 転 に よ っ て ブ レ
ー ド ケ ー ス １ ２ ５ の 内 部 を 通 っ て 後 方 へ と 運 ば れ 、 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ の 後 方 か ら
排 出 さ れ る 。 し か る に 、 一 部 の 切 粉 は 、 ベ ー ス １ １ １ の 開 口 １ １ １ ａ か ら 前 方 の ベ ー ス 上
面 １ １ １ ｂ へ と 流 れ る 。 こ の 切 粉 は 、 上 述 し た 冷 却 風 の 流 れ 、 す な わ ち 、 ノ ズ ル 部 １ ６ ５
か ら ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 流 出 さ れ た 後 、 通 風 路 １ ７ １ を 経 て 切 断 領 域 に 吹 き 出 さ れ る 冷
却 風 の 流 れ に よ っ て 前 方 へ と 運 ば れ る 。 こ れ に よ り 、 切 粉 は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 堆 積
す る こ と な く 前 方 へ と 運 ば れ る と と も に 、 さ ら に 通 風 路 １ ７ １ を 経 て 前 方 の 被 加 工 材 の 切
断 領 域 へ と 放 出 さ れ る 。 通 風 路 １ ７ １ か ら 放 出 さ れ る 冷 却 風 は 、 切 断 方 向 に お け る 進 行 方
向 の 前 方 領 域 に 直 線 状 に 吹 き 出 さ れ て お り 、 し た が っ て 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 か ら 一 定
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の 前 方 領 域 に つ い て は 、 切 粉 の 存 在 し な い 領 域 が 形 成 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 前 方 領 域 で あ る ベ ー ス 上 面 １
１ １ ｂ の み な ら ず 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 よ り も 前 方 の 被 加 工 材 の 切 断 領 域 に お け る 一 定
領 域 に つ い て は 、 切 粉 の 存 在 し な い 領 域 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て こ の 切 粉 の
存 在 し な い 領 域 は 、 切 断 作 業 の 進 行 に 伴 い 順 次 前 方 へ と 移 動 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め
、 被 加 工 材 に 引 か れ た 墨 線 に 沿 っ て 切 断 作 業 す る よ う な 場 合 、 当 該 墨 線 の 位 置 を 容 易 に 確
認 す る こ と が で き 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ に よ る 墨 線 合 わ せ を 楽 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 特 に 本 実 施 の 形 態 で は 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ を 利 用 し て 通 風 路 １ ７ １ を 構 成 し 、 冷 却 風 が
墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ の 下 面 を 通 っ て 前 方 へ 吹 き 出 さ れ 、 そ の 冷 却 風 に よ っ て 切 粉 が 前 方 へ 飛
ば さ れ る 構 成 の た め 、 当 該 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ の 前 方 の 切 粉 を 吹 き 飛 ば し 、 墨 線 上 に 切 粉 が
堆 積 す る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 通 風 路 １ ７ １ は 、 冷 却 風 を 進 行 方 向 に
向 っ て 概 ね 真 っ 直 ぐ で か つ 斜 め 下 へ と 吹 き 出 す 構 成 の た め 、 被 加 工 材 の 上 面 に 確 実 に 吹 き
付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 被 加 工 材 上 の 切 粉 を 確 実 に 飛 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 本 実 施 の 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に 冷 却 風 の 誘 導 路 １ ６ １ を 設 定 し 、 モ
ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ か ら 排 出 さ れ る 冷 却 風 を ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ を 経 由
し て 通 風 路 １ ７ １ へ と 指 向 性 を 付 与 し た 状 態 で 流 出 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 冷 却
風 は 、 通 風 路 １ ７ １ を 経 て ベ ー ス １ １ １ の 前 方 の 被 加 工 材 の 切 断 領 域 へ と 確 実 に 流 出 さ せ
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 切 断 領 域 に お け る 切 粉 の 堆 積 を 防 止 で き る 。
　 ま た 本 実 施 の 形 態 で は 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 に 切 欠 １ １ １ ｃ を 設 定 し 、 当 該 切 欠 １ １
１ ｃ の 上 方 に 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ が 配 置 さ れ る 構 成 と し た こ と に よ り 、 当 該 墨 線 ガ イ ド １ ７
３ を 被 加 工 材 の 墨 線 に 接 近 し た 配 置 、 す な わ ち 、 切 り 込 み の 真 下 に 墨 線 が 見 え る 配 置 と す
る こ と が で き 、 墨 線 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ を 用 い て 通 風 路 １ ７ １ を 構 成 し た が 、 墨 線
ガ イ ド １ ７ ３ と は 別 部 材 を 用 い て 通 風 路 １ ７ １ を 構 成 し て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 に 係 る 丸 鋸 の 全 体 構 造 を 示 す 一 部 切 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 に 係 る 丸 鋸 の 全 体 構 造 を 示 す 一 部 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 に 係 る 丸 鋸 の 全 体 構 造 を 示 す 正 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に お け る Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ０ １ 　 丸 鋸
１ １ １ 　 ベ ー ス
１ １ １ ａ 　 開 口
１ １ １ ｂ 　 ベ ー ス 上 面
１ １ １ ｃ 　 切 欠
１ １ ３ 　 ア ン ギ ュ ラ ー プ レ ー ト
１ １ ５ 　 傾 斜 角 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ
１ １ ７ 　 切 込 深 さ 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ
１ ２ １ 　 丸 鋸 本 体 部
１ ２ １ ａ 　 傾 動 中 心
１ ２ ３ 　 ブ レ ー ド
１ ２ ５ 　 ブ レ ー ド ケ ー ス
１ ２ ５ ａ 　 ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部
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１ ２ ６ 　 セ ー フ テ ィ カ バ ー
１ ２ ７ 　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ
１ ２ ９ 　 ハ ン ド グ リ ッ プ
１ ３ １ 　 駆 動 モ ー タ
１ ３ １ ａ 　 回 転 子
１ ３ １ ｂ 　 固 定 子
１ ３ ３ 　 ネ ジ
１ ３ ５ 　 出 力 軸
１ ３ ５ ａ 　 駆 動 ギ ア
１ ３ ７ 　 ベ ア リ ン グ
１ ４ １ 　 動 力 伝 達 機 構 部
１ ４ ３ 　 ブ レ ー ド 軸
１ ４ ５ 　 ベ ア リ ン グ
１ ４ ７ 　 被 動 ギ ア
１ ５ １ 　 冷 却 フ ァ ン
１ ５ ３ 　 バ ッ フ ル プ レ ー ト
１ ５ ５ 　 通 風 孔
１ ５ ７ 　 吸 入 口
１ ５ ９ 　 風 窓
１ ６ １ 　 誘 導 路
１ ６ ３ 　 風 整 流 板
１ ６ ５ 　 ノ ズ ル 部
１ ７ １ 　 通 風 路
１ ７ ３ 　 墨 線 ガ イ ド
１ ７ ３ ａ 　 直 線 切 り 用 の 切 り 込 み お よ び 刃 先 模 様
１ ７ ３ ｂ 　 傾 斜 切 り 用 の 切 り 込 み お よ び 刃 先 模 様
１ ７ ５ 　 止 着 ネ ジ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 5日 (2006.7.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

(10) JP 2006-256341 A 2006.9.28

回 転 駆 動 さ れ て 被 加 工 材 を 切 断 す る ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） と 、
　 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） を 回 転 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） と 、
　 前 記 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） の 出 力 軸 （ １ ３ ５ ） に 取 り 付 け ら れ て 、 当 該 出 力 軸 （ １ ３ ５
） と 一 体 回 転 し て 前 記 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） を 冷 却 す る 遠 心 式 の 冷 却 フ ァ ン （ １ ５ １ ） と
、
　 前 記 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） を 収 容 す る モ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ５ ） 、 前 記 ブ レ ー ド （ １
２ ３ ） を 覆 蓋 す る ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 、 お よ び 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） に 一
体 に 備 え ら れ て 前 記 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ５ ） に 連 接 さ れ る ギ ア ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ５ ａ
） を 有 す る 丸 鋸 本 体 部 （ １ ２ １ ） と 、
　 前 記 冷 却 フ ァ ン （ １ ５ １ ） の 後 側 に 設 け ら れ 、 前 記 冷 却 フ ァ ン （ １ ５ １ ） に よ っ て 前 記
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ５ ） 内 に 吸 引 さ れ た 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） の 冷 却 風 を 前 記 ブ レ ー
ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 側 へ と 案 内 す る バ ッ フ ル プ レ ー ト （ １ ５ ３ ） と 、
　 前 記 丸 鋸 本 体 部 （ １ ２ １ ） に 連 接 さ れ る と と も に 前 記 被 加 工 材 に 載 置 可 能 な ベ ー ス （ １
１ １ ） と を 有 し 、
　 前 記 ベ ー ス （ １ １ １ ） を 前 記 被 加 工 材 に 載 置 し て 切 断 方 向 へ と 移 動 さ せ る こ と で 前 記 ブ
レ ー ド （ １ ２ ３ ） に よ り 切 断 作 業 す る と と も に 、



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 丸 鋸 に お い て 被 加 工 材 の 切 断 時 に 発 生 す る 切 粉 の 処 理 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 丸 鋸 を 用 い て の 被 加 工 材 （ 特 に 木 材 ） の 切 断 作 業 に よ っ て 発 生 す る 切 粉 は 、 被 加 工 材 を
切 断 す る ブ レ ー ド （ ノ コ 刃 ） の 回 転 に よ っ て 生 ず る 空 気 流 に よ っ て 運 ば れ 、 ブ レ ー ド の 概
ね 半 分 の 上 部 領 域 を 覆 う ブ レ ー ド ケ ー ス の 内 側 を 通 っ て 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス 後 部 か ら 排 出
さ れ る 。 し か し 、 一 部 の 切 粉 に つ い て は 、 前 方 へ と 飛 び 出 し て ベ ー ス 上 面 あ る い は 被 加 工
材 の 上 面 に 堆 積 し 、 当 該 被 加 工 材 に 引 か れ た 墨 線 を 覆 い 隠 し て し ま う 。 こ の よ う な 不 具 合
を 解 決 す る べ く 、 モ ー タ の 冷 却 に 供 さ れ た 冷 却 風 を 切 粉 の 吹 き 飛 ば し に 利 用 す る 技 術 が 提
案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 実 用 新 案 登 録 公 報 第 ２ ５ ４ ３ ２ ９ ８ 号 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 モ ー
タ 冷 却 後 の 風 を ノ コ 刃 と 被 加 工 材 と の 切 断 点 近 傍 に 向 っ て 斜 め 上 方 か ら 吹 き 付 け る 構 成 の
切 粉 処 理 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 開 示 技 術 で は 、 ブ レ ー ド ケ ー ス の 側 面 に リ ブ 状 の 隔 壁 を 設 定 し 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ
の 排 出 口 か ら 排 出 さ れ る モ ー タ 冷 却 後 の 風 を リ ブ 状 の 隔 壁 を 風 の ガ イ ド に し て ベ ー ス 上 面
に 向 っ て 斜 め 上 方 か ら 風 を 吹 き 付 け る 構 成 と し て い る 。 す な わ ち 、 ベ ー ス の 上 面 に 風 を 集
中 的 に 吹 き 付 け て 切 粉 を 吹 き 飛 ば す 技 術 が 開 示 さ れ て い る に 止 ま る も の で あ り 、 そ の 後 の
切 粉 の 処 理 に つ い て は 一 切 考 慮 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 ベ ー ス 前 方 （ 切 断 作 業 時 の 進 行
方 向 の 前 方 ） の 切 断 領 域 （ 被 加 工 材 の 上 面 ） に は 依 然 と し て 切 粉 が 堆 積 す る 可 能 性 が 高 い
も の で あ る 。 こ の こ と か ら 、 切 断 部 位 付 近 に お い て ブ レ ー ド の 刃 先 を 墨 線 に 合 わ せ て 切 断
作 業 す る 場 合 に は 有 効 で あ る も の の 、 ベ ー ス 先 端 部 に 設 け た 墨 線 ガ イ ド を 墨 線 に 合 わ せ て
切 断 作 業 す る 場 合 に は 有 効 と は 言 え ず 、 か か る 点 で 改 良 の 余 地 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 公 報 第 ２ ５ ４ ３ ２ ９ ８ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み 、 丸 鋸 に よ る 被 加 工 材 の 切 断 作 業 時 に 発 生 す る 切 粉 が 、 当 該 切 断
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　 さ ら に 、 前 記 バ ッ フ ル プ レ ー ト （ １ ５ ３ ） に よ っ て 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 側 へ
と 案 内 さ れ る 冷 却 風 の 一 部 を 受 け 入 れ る と と も に 当 該 冷 却 風 の 流 れ 方 向 を 変 換 す る 風 整 流
板 （ １ ６ ３ ） お よ び 当 該 風 整 流 板 （ １ ６ ３ ） に 一 体 状 に 連 接 す る ノ ズ ル 部 （ １ ６ ５ ） を 備
え た 誘 導 路 （ １ ６ １ ） が 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） に 設 け ら れ て い る 丸 鋸 （ １ ０ １ ）
で あ っ て 、
　 少 な く と も 、 前 記 ノ ズ ル 部 （ １ ６ ５ ） は 、 断 面 が 略 C形 に 形 成 さ れ る と と も に 、 そ の 開
放 側 端 面 が 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） の 壁 面 と 当 接 し た 状 態 で 前 記 冷 却 風 の 噴 射 通 路
を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ 、 さ ら に 当 該 ノ ズ ル 部 （ １ ６ ５ ） は 、 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ）
の 前 方 領 域 へ と 斜 め 下 方 に 指 向 性 を 付 与 し つ つ 前 記 冷 却 風 の 一 部 を 放 出 し 、 こ れ に よ り 切
粉 が 前 記 ベ ー ス （ １ １ １ ） に 堆 積 す る こ と な く 前 方 へ 運 ば れ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 さ ら に 前 記 バ ッ フ ル プ レ ー ト （ １ ５ ３ ） に よ っ て 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 側 へ と
案 内 さ れ る 冷 却 風 の う ち 、 前 記 誘 導 路 （ １ ６ １ ） に よ っ て 受 け 入 れ ら れ な い 冷 却 風 に つ き
、 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） の 回 転 に よ っ て 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 内 を 通 っ て 後 方
へ と 運 び 、 切 断 作 業 時 に 生 じ た 切 粉 と と も に 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） の 後 方 か ら 排
出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 丸 鋸 。



方 向 の 前 方 に お け る 切 断 領 域 に 堆 積 し な い よ う に 改 良 さ れ た 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　

【 ０ ０ ０ ６ 】
　

【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 丸 鋸 に よ る 被 加 工 材 の 切 断 作 業 時 に 発 生 す る 切 粉 が 、 当 該 切 断 方 向 の
前 方 に お け る 切 断 領 域 に 堆 積 し な い よ う に 改 良 さ れ た 技 術 が 提 供 さ れ る こ と と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 丸 鋸 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す る 。 図
１ に は 本 実 施 の 形 態 に 係 る 丸 鋸 １ ０ １ の 全 体 構 成 が 一 部 を 切 断 し た 平 面 図 と し て 示 さ れ 、
図 ２ に は 丸 鋸 １ ０ １ の 全 体 構 成 が 一 部 を 切 断 し た 側 面 図 と し て 示 さ れ 、 さ ら に 図 ３ に は 丸
鋸 １ ０ １ の 全 体 構 成 が 正 断 面 図 と し て 示 さ れ て い る 。 ま た 図 ４ は 図 １ に お け る Ａ 部 の 拡 大
図 で あ り 、 図 ５ は 図 ２ に お け る Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の
形 態 に 係 る 丸 鋸 １ ０ １ は 、 概 括 的 に 、 被 加 工 材 上 に 載 置 可 能 な ベ ー ス １ １ １ と 、 当 該 ベ ー
ス １ １ １ に 対 し 傾 動 中 心 １ ２ １ ａ 回 り に 傾 動 可 能 に 連 接 さ れ た 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ と を 有 す
る 。 な お 被 加 工 材 は 便 宜 上 図 示 し な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ は 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ と 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 概 ね 上 半 分 を 覆 蓋 す る ブ レ
ー ド ケ ー ス １ ２ ５ と 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ を 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 収 容 す る
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ と 、 作 業 者 が 把 持 し て 丸 鋸 １ ０ １ を 保 持 ・ 前 進 さ せ る た め の ハ ン
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請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 回 転 駆 動 さ れ て 被 加 工 材 を 切 断 す る ブ レ ー ド （ １ ２ ３
） と 、 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） を 回 転 駆 動 す る 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） と 、 前 記 駆 動 モ ー タ
（ １ ３ １ ） の 出 力 軸 （ １ ３ ５ ） に 取 り 付 け ら れ て 、 当 該 出 力 軸 （ １ ３ ５ ） と 一 体 回 転 し て
前 記 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） を 冷 却 す る 遠 心 式 の 冷 却 フ ァ ン （ １ ５ １ ） と 、 前 記 駆 動 モ ー タ
（ １ ３ １ ） を 収 容 す る モ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ５ ） 、 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） を 覆 蓋 す る
ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 、 お よ び 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） に 一 体 に 備 え ら れ て 前
記 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ５ ） に 連 接 さ れ る ギ ア ハ ウ ジ ン グ （ １ ２ ５ ａ ） を 有 す る 丸 鋸 本
体 部 （ １ ２ １ ） と 、 前 記 冷 却 フ ァ ン （ １ ５ １ ） の 後 側 に 設 け ら れ 、 前 記 冷 却 フ ァ ン （ １ ５
１ ） に よ っ て 前 記 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ５ ） 内 に 吸 引 さ れ た 駆 動 モ ー タ （ １ ３ １ ） の 冷
却 風 を 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 側 へ と 案 内 す る バ ッ フ ル プ レ ー ト （ １ ５ ３ ） と 、 前
記 丸 鋸 本 体 部 （ １ ２ １ ） に 連 接 さ れ る と と も に 前 記 被 加 工 材 に 載 置 可 能 な ベ ー ス （ １ １ １
） と を 有 し 、 前 記 ベ ー ス （ １ １ １ ） を 前 記 被 加 工 材 に 載 置 し て 切 断 方 向 へ と 移 動 さ せ る こ
と で 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） に よ り 切 断 作 業 す る と と も に 、 さ ら に 、 前 記 バ ッ フ ル プ レ ー
ト （ １ ５ ３ ） に よ っ て 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 側 へ と 案 内 さ れ る 冷 却 風 の 一 部 を 受
け 入 れ る と と も に 当 該 冷 却 風 の 流 れ 方 向 を 変 換 す る 風 整 流 板 （ １ ６ ３ ） お よ び 当 該 風 整 流
板 （ １ ６ ３ ） に 一 体 状 に 連 接 す る ノ ズ ル 部 （ １ ６ ５ ） を 備 え た 誘 導 路 （ １ ６ １ ） が 前 記 ブ
レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） に 設 け ら れ て い る 丸 鋸 （ １ ０ １ ） が 構 成 さ れ る 。

こ の 丸 鋸 で は 、 少 な く と も 、 前 記 ノ ズ ル 部 （ １ ６ ５ ） は 、 断 面 が 略 C形 に 形 成 さ れ る と
と も に 、 そ の 開 放 側 端 面 が 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） の 壁 面 と 当 接 し た 状 態 で 前 記 冷
却 風 の 噴 射 通 路 を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ 、 さ ら に 当 該 ノ ズ ル 部 （ １ ６ ５ ） は 、 前 記 ブ レ
ー ド （ １ ２ ３ ） の 前 方 領 域 へ と 斜 め 下 方 に 指 向 性 を 付 与 し つ つ 前 記 冷 却 風 の 一 部 を 放 出 し
、 こ れ に よ り 切 粉 が 前 記 ベ ー ス （ １ １ １ ） に 堆 積 す る こ と な く 前 方 へ 運 ば れ る よ う に 構 成
さ れ 、 さ ら に 前 記 バ ッ フ ル プ レ ー ト （ １ ５ ３ ） に よ っ て 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 側
へ と 案 内 さ れ る 冷 却 風 の う ち 、 前 記 誘 導 路 （ １ ６ １ ） に よ っ て 受 け 入 れ ら れ な い 冷 却 風 に
つ き 、 前 記 ブ レ ー ド （ １ ２ ３ ） の 回 転 に よ っ て 前 記 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） 内 を 通 っ て
後 方 へ と 運 び 、 切 断 作 業 時 に 生 じ た 切 粉 と と も に 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス （ １ ２ ５ ） の 後 方 か
ら 排 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。



ド グ リ ッ プ （ ハ ン ド ル 部 ） １ ２ ９ と を 主 体 と し て 構 成 さ れ る 。 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ に は
、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 下 半 分 を 覆 う セ ー フ テ ィ カ バ ー １ ２ ６ が 回 動 自 在 に 付 設 さ れ て い る 。
そ し て 当 該 セ ー フ テ ィ カ バ ー １ ２ ６ を 含 め た ブ レ ー ド １ ２ ３ の 下 縁 部 が 、 ベ ー ス １ １ １ に
形 成 さ れ た 開 口 １ １ １ ａ を 通 し て 下 面 側 に 突 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 セ ー フ テ ィ カ バ ー １ ２ ６ は 、 被 加 工 材 の 切 断 作 業 時 、 す な わ ち 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部
（ 図 ２ に お い て 右 側 ） を 切 断 す べ き 被 加 工 材 上 に 載 置 し て 前 方 （ 図 ２ に お い て 右 方 向 ） へ
移 動 さ せ た と き 、 当 該 被 加 工 材 に よ っ て 前 端 部 を 押 さ れ る こ と で 退 避 し 、 ブ レ ー ド ケ ー ス
１ ２ ５ 内 に 収 容 さ れ る 。 丸 鋸 本 体 １ ０ １ の 前 後 方 向 が 本 発 明 に お け る 「 切 断 方 向 」 に 対 応
す る 。 ハ ン ド グ リ ッ プ １ ４ １ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ １ ９ の 上 方 に 一 体 状 に 設 け ら れ る と
と も に 、 駆 動 モ ー タ １ ２ １ を 通 電 駆 動 す る た め の ト リ ガ ス イ ッ チ （ 便 宜 上 図 示 を 省 略 す る
） が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 お よ び 後 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ ア ン ギ ュ ラ ー プ レ ー ト １ １ ３ が 立 設
さ れ る 。 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ は 、 当 該 ア ン ギ ュ ラ ー プ レ ー ト １ １ ３ に 対 し 、 当 該 丸 鋸 本 体 部
１ ２ １ の 前 後 方 向 の 軸 線 回 り に 回 動 し つ つ 傾 斜 角 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ １ １ ５ を 用 い て 固 定 さ
れ る こ と に よ り 、 丸 鋸 １ ０ １ の 前 後 方 向 に 対 し て 左 右 に 傾 斜 し た 状 態 で の 切 断 作 業 、 い わ
ゆ る 傾 斜 切 り に 対 応 す る 構 成 と さ れ る 。 ま た 丸 鋸 本 体 部 １ ２ １ は 、 傾 動 中 心 １ ２ １ ａ 回 り
に 上 下 方 向 に 傾 動 す る こ と で 、 ブ レ ー ド 下 縁 部 １ ２ ３ ａ の ベ ー ス １ １ １ 下 面 か ら の 突 出 量
が 調 節 さ れ る 構 成 、 い わ ゆ る 切 込 深 さ 調 節 機 能 を 有 す る 構 成 と さ れ る 。 な お ブ レ ー ド １ ２
３ の 切 り 込 み 深 さ 調 整 後 の 丸 鋸 本 体 １ ０ １ は 、 切 込 深 さ 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ １ １ ７ に よ っ て
ベ ー ス １ １ １ に 固 定 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ お よ び 図 ３ に 詳 し く 示 す よ う に 、 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２
７ に 連 接 さ れ る と と も に 、 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 回 転 出 力 を ブ レ ー ド １ ２ ３ に 伝 達 す る た め
の 動 力 伝 達 機 構 部 １ ４ １ を 収 容 す る ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ を 一 体 に 備 え て い る 。 駆 動
モ ー タ １ ３ １ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ 内 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ る 回 転 子 １ ３ １ ａ と 、
モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ 内 に ネ ジ １ ３ ３ 等 の 止 着 手 段 に よ っ て 固 定 さ れ る 固 定 子 １ ３ １ ｂ
と か ら 構 成 さ れ 、 回 転 子 １ ３ １ ａ の 回 転 軸 線 方 向 が 切 断 作 業 時 に お け る 丸 鋸 １ ０ １ の 移 動
方 向 と 直 交 す る 方 向 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 電 動 モ ー タ １ ３ １ の 出 力 軸 １ ３ ５ は 、
概 ね 水 平 状 に 延 在 す る と と も に 、 そ の 両 端 部 に お い て ベ ア リ ン グ １ ３ ７ に よ っ て 回 転 自 在
に 支 持 さ れ て い る 。 出 力 軸 １ ３ ７ の 一 端 部 側 （ ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ 側 ） に は 、 駆 動
ギ ア １ ３ ５ ａ が 一 体 状 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ 内 に は 、 ブ レ ー ド 装 着 用 の ブ レ ー ド 軸 １ ４ ３ が 出 力 軸 １ ３ ５
と 平 行 を な す よ う に 配 置 さ れ 、 ベ ア リ ン グ １ ４ ５ を 介 し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ブ
レ ー ド 軸 １ ４ ３ の 一 端 に は 、 当 該 ブ レ ー ド 軸 １ ４ ３ と 一 体 回 転 す る 被 動 ギ ア １ ４ ７ が 配 置
さ れ 、 当 該 被 動 ギ ア １ ４ ７ は 駆 動 ギ ア １ ３ ５ ａ と 噛 み 合 い 係 合 す る 。 こ の 結 果 、 ブ レ ー ド
軸 １ ４ ７ に 装 着 さ れ た ブ レ ー ド １ ２ ３ は 、 駆 動 ギ ア １ ３ ５ ａ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ た 被 動
ギ ア １ ３ ３ と 一 体 状 に 回 転 可 能 と さ れ る 。 上 記 の 駆 動 ギ ア １ ３ ５ ａ 、 被 動 ギ ア １ ４ ７ 、 ブ
レ ー ド 軸 １ ４ ３ に よ っ て 動 力 伝 達 機 構 部 １ ４ １ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 出 力 軸 １ ３ ５ に は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ５ に 冷 却 風 を 流 通 さ せ る
冷 却 フ ァ ン １ ５ １ が 当 該 出 力 軸 １ ３ ５ と 一 体 回 転 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 冷 却 フ
ァ ン １ ５ １ に は 、 遠 心 フ ァ ン が 用 い ら れ て お り 、 当 該 冷 却 フ ァ ン １ ５ １ の 後 側 に バ ッ フ ル
プ レ ー ト １ ５ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 バ ッ フ ル プ レ ー ト １ ５ ３ の 中 央 部 に は 、 通 風 孔 １ ５ ５
（ 図 ３ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 通 電 駆 動 に よ っ て 冷 却 フ ァ ン １ ５ １
が 回 転 さ れ る と 、 当 該 冷 却 フ ァ ン １ ５ １ の 吸 引 力 に よ り モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ の 端 部 に
形 成 さ れ た 吸 入 口 １ ５ ７ か ら 冷 却 風 が 吸 入 さ れ 、 当 該 冷 却 風 は 、 図 １ に 矢 印 で 示 す よ う に
、 回 転 子 １ ３ １ ａ と 固 定 子 １ ３ １ ｂ と の 間 の 隙 間 、 あ る い は 固 定 子 １ ３ １ ｂ と ハ ウ ジ ン グ
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内 壁 面 と の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 を 通 っ て ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ 側 へ と 流 通 す る こ と で
駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 冷 却 す る 。 そ し て 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 通 過 し た 冷 却 風 は 、 バ ッ フ ル プ
レ ー ト １ ５ ３ に 案 内 さ れ つ つ ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部 １ ２ ５ ａ に 形 成 さ れ た 風 窓 １ ５ ９ を 通 っ て
ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 側 へ 排 出 さ れ る 構 成 と さ れ る 。 な お 風 窓 １ ５ ９ は 、 周 方 向 に 適 宜 間
隔 で 複 数 配 置 （ 図 ２ 参 照 ） さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に は 、 風 窓 １ ５ ９ を 通 過 し た 冷 却 風 の 一 部 を 受 け 入 れ る と と も
に 、 当 該 冷 却 風 の 流 れ 方 向 を 変 換 す る 誘 導 路 １ ６ １ が 形 成 さ れ て い る 。 当 該 誘 導 路 １ ６ １
は 、 幾 つ か の 風 窓 １ ５ ９ に 対 向 状 に 配 置 さ れ た 風 整 流 板 １ ６ ３ と 当 該 風 整 流 板 １ ６ ３ に 一
体 状 に 連 接 す る ノ ズ ル 部 １ ６ ５ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 風 整 流 板 １ ６ ３ は 平 板 の 周 縁 部 が Ｌ
形 に 折 り 曲 げ ら れ た 略 皿 型 に 形 成 さ れ て お り 、 風 窓 か ら 排 出 さ れ た 冷 却 風 を 受 け 止 め る と
と も に 流 れ の 方 向 を 転 換 し て ノ ズ ル 部 １ ６ ５ へ と 誘 導 す る 構 成 と さ れ る 。 ノ ズ ル 部 １ ６ ５
は 、 断 面 略 Ｃ 形 に 形 成 さ れ 、 開 放 側 端 面 が ブ レ ー ド ケ ー ス の 内 壁 面 に 当 接 す る こ と で 風 整
流 板 １ ６ ３ の 空 間 よ り も 細 い 噴 射 通 路 を 形 成 す る 。 そ し て ノ ズ ル 部 １ ６ ５ は 、 出 口 が ベ ー
ス 上 面 １ １ １ ｂ に 臨 む よ う に 傾 斜 状 に 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 、 図 １ お よ び 図 ２ に 矢 印 に て
示 す よ う に 、 冷 却 風 を ブ レ ー ド １ ２ ３ の 前 方 領 域 に お け る ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 向 っ て 斜
め 下 方 に 放 出 す る 構 成 と さ れ る 。 す な わ ち 、 ノ ズ ル 部 １ ６ ５ は 、 ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上
面 １ １ １ ｂ に 向 っ て 冷 却 風 を 切 断 方 向 と 概 ね 平 行 な 方 向 に 流 出 す る よ う に 案 内 し 、 延 い て
は ベ ー ス 上 面 １ １ ｂ の 前 端 領 域 に 形 成 さ れ る 通 風 路 １ ７ １ へ 流 入 さ せ る べ く 、 指 向 性 を 付
与 す る 構 成 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 通 風 路 １ ７ １ は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 流 出 さ れ た 冷 却 風 を ベ ー ス １ １ １ の 前 端 よ り も
さ ら に 前 方 に 向 っ て 概 ね 直 線 状 に 吹 き 出 す べ く 備 え ら れ 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ の 前 端 部 に
着 脱 自 在 に 配 置 さ れ る 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ に よ っ て 構 成 さ れ る 。 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ は 、 ブ レ
ー ド １ ２ ３ の 位 置 を 示 す 目 印 と し て 機 能 す る も の で あ り 、 上 面 に は 直 線 切 り 時 の ブ レ ー ド
位 置 を 示 す 切 り 込 み １ ７ ３ ａ お よ び 刃 先 模 様 と 、 傾 斜 切 り （ 例 え ば ４ ５ 度 ） 時 の ブ レ ー ド
位 置 を 示 す 切 り 込 み １ ７ ３ ｂ お よ び 刃 先 模 様 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ の 前 端 領 域 に 被 さ る よ う に 配 置 さ れ る と と も
に 、 止 着 ネ ジ １ ７ ５ に よ っ て 着 脱 自 在 に 止 着 さ れ る 。 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ の 下 面 側 に は 、 前
後 方 向 に 開 口 す る 凹 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 凹 部 と 当 該 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ と の 間 に 切 断 方 向
に 所 定 長 さ で 延 在 す る 断 面 形 状 が 概 ね 長 方 形 状 の 通 風 路 １ ７ １ が 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、
通 風 路 １ ７ １ の 入 口 は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 流 出 さ れ た 冷 却 風 の 進 入 を 受 け 入 れ る べ く
、 当 該 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 対 向 状 に 開 口 さ れ る 。 ま た 通 風 路 １ ７ １ の 出 口 は 、 ベ ー ス １
１ １ の 前 端 部 か ら 前 方 の 切 断 領 域 に 対 し 対 向 状 に 開 口 さ れ る 。 な お 通 風 路 １ ７ １ は 、 全 体
と し て や や 前 下 が り の 傾 斜 状 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 通 風 路 １ ７ １ を 通 し て 前 方
へ 吹 き 出 さ れ る 冷 却 風 は 、 切 断 方 向 に 概 ね 平 行 な 直 線 状 と な る 。 な お 通 風 路 １ ７ １ の 延 在
長 さ に つ い て は 、 出 口 か ら 流 出 す る 冷 却 風 が 流 出 直 後 に お い て 拡 散 す る こ と な く 、 前 方 に
向 っ て 一 定 の 流 出 長 さ が 確 保 さ れ る よ う に 設 定 さ れ る 。 ま た ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ の 前 端 縁
に は 平 面 視 で 略 コ 字 形 の 切 欠 １ １ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 当 該 切 欠 １ １ １ ｃ に 墨 線
ガ イ ド １ ７ ３ が 上 方 か ら 被 さ る よ う に 配 置 さ れ た 構 成 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 本 実 施 の 形 態 の 丸 鋸 １ ０ １ の 作 用 お よ び 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 作 業 者 は 、 丸 鋸 １ ０ １ の ハ ン ド グ リ ッ プ １ ２ ９ を 把 持 し 、 ト リ ガ ス イ ッ チ の 引 き 絞 り 操
作 に よ り 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 通 電 駆 動 し て ブ レ ー ド １ ２ ３ を 回 転 し た 後 、 切 断 す べ き 被 加
工 材 上 に ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 を 載 置 し て 前 方 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ブ レ ー ド １ ２ ３
に よ る 当 該 被 加 工 材 の 切 断 作 業 が 遂 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 駆 動 モ ー タ １ ３ １ の 駆 動 に 伴 い 冷 却 フ ァ ン １ ５ １ が 回 転 さ れ る 。 当 該 冷 却 フ ァ ン １ ５ １
の 回 転 に よ っ て 吸 入 口 １ ５ ７ か ら モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ 内 に 吸 入 さ れ た 冷 却 風 は 、 図 １
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に 示 す よ う に 、 当 該 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ の 駆 動 モ ー タ １ ３ １ を 冷 却 し た 後 、 風 窓 １ ５
９ を 通 っ て ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に 排 出 さ れ る 。 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に 排 出 さ れ た
冷 却 風 の う ち 、 一 部 の 冷 却 風 は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 風 整 流 板 １ ６ ３ に よ っ て
受 け 止 め ら れ る と と も に ノ ズ ル 部 １ ６ ５ へ と 誘 導 さ れ た 後 、 当 該 ノ ズ ル 部 １ ６ ５ を 介 し て
ブ レ ー ド １ ２ ３ 側 か ら 当 該 ブ レ ー ド １ ２ ３ 前 方 の ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 向 っ て 斜 め 上 方 か
ら 流 出 さ れ る 。 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ へ 流 出 さ れ た 冷 却 風 は 、 さ ら に 当 該 ベ ー ス 上 面 に 沿 っ
て 前 方 へ と 流 れ 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ と ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ と の 間 に 形 成 さ れ た 通 風 路 １ ７
１ を 通 っ て 前 方 の 切 断 領 域 、 す な わ ち 被 加 工 材 の 上 面 へ と 吹 き 出 さ れ る 。 か く し て 、 駆 動
モ ー タ １ ３ １ の 駆 動 時 に は 、 上 記 の よ う な 風 の 流 れ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 切 断 作 業 時 に 生 じ た 切 粉 の う ち の 大 部 分 は 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 回 転 に よ っ て ブ レ
ー ド ケ ー ス １ ２ ５ の 内 部 を 通 っ て 後 方 へ と 運 ば れ 、 当 該 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ の 後 方 か ら
排 出 さ れ る 。 し か る に 、 一 部 の 切 粉 は 、 ベ ー ス １ １ １ の 開 口 １ １ １ ａ か ら 前 方 の ベ ー ス 上
面 １ １ １ ｂ へ と 流 れ る 。 こ の 切 粉 は 、 上 述 し た 冷 却 風 の 流 れ 、 す な わ ち 、 ノ ズ ル 部 １ ６ ５
か ら ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 流 出 さ れ た 後 、 通 風 路 １ ７ １ を 経 て 切 断 領 域 に 吹 き 出 さ れ る 冷
却 風 の 流 れ に よ っ て 前 方 へ と 運 ば れ る 。 こ れ に よ り 、 切 粉 は 、 ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ に 堆 積
す る こ と な く 前 方 へ と 運 ば れ る と と も に 、 さ ら に 通 風 路 １ ７ １ を 経 て 前 方 の 被 加 工 材 の 切
断 領 域 へ と 放 出 さ れ る 。 通 風 路 １ ７ １ か ら 放 出 さ れ る 冷 却 風 は 、 切 断 方 向 に お け る 進 行 方
向 の 前 方 領 域 に 直 線 状 に 吹 き 出 さ れ て お り 、 し た が っ て 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 か ら 一 定
の 前 方 領 域 に つ い て は 、 切 粉 の 存 在 し な い 領 域 が 形 成 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ブ レ ー ド １ ２ ３ の 前 方 領 域 で あ る ベ ー ス 上 面 １
１ １ ｂ の み な ら ず 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 よ り も 前 方 の 被 加 工 材 の 切 断 領 域 に お け る 一 定
領 域 に つ い て は 、 切 粉 の 存 在 し な い 領 域 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て こ の 切 粉 の
存 在 し な い 領 域 は 、 切 断 作 業 の 進 行 に 伴 い 順 次 前 方 へ と 移 動 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め
、 被 加 工 材 に 引 か れ た 墨 線 に 沿 っ て 切 断 作 業 す る よ う な 場 合 、 当 該 墨 線 の 位 置 を 容 易 に 確
認 す る こ と が で き 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ に よ る 墨 線 合 わ せ を 楽 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 本 実 施 の 形 態 で は 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ を 利 用 し て 通 風 路 １ ７ １ を 構 成 し 、 冷 却 風 が
墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ の 下 面 を 通 っ て 前 方 へ 吹 き 出 さ れ 、 そ の 冷 却 風 に よ っ て 切 粉 が 前 方 へ 飛
ば さ れ る 構 成 の た め 、 当 該 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ の 前 方 の 切 粉 を 吹 き 飛 ば し 、 墨 線 上 に 切 粉 が
堆 積 す る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 通 風 路 １ ７ １ は 、 冷 却 風 を 進 行 方 向 に
向 っ て 概 ね 真 っ 直 ぐ で か つ 斜 め 下 へ と 吹 き 出 す 構 成 の た め 、 被 加 工 材 の 上 面 に 確 実 に 吹 き
付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 被 加 工 材 上 の 切 粉 を 確 実 に 飛 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 本 実 施 の 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ケ ー ス １ ２ ５ 内 に 冷 却 風 の 誘 導 路 １ ６ １ を 設 定 し 、 モ
ー タ ハ ウ ジ ン グ １ ２ ７ か ら 排 出 さ れ る 冷 却 風 を ブ レ ー ド 前 方 の ベ ー ス 上 面 １ １ １ ｂ を 経 由
し て 通 風 路 １ ７ １ へ と 指 向 性 を 付 与 し た 状 態 で 流 出 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 冷 却
風 は 、 通 風 路 １ ７ １ を 経 て ベ ー ス １ １ １ の 前 方 の 被 加 工 材 の 切 断 領 域 へ と 確 実 に 流 出 さ せ
る こ と が で き 、 こ れ に よ り 切 断 領 域 に お け る 切 粉 の 堆 積 を 防 止 で き る 。
　 ま た 本 実 施 の 形 態 で は 、 ベ ー ス １ １ １ の 前 端 部 に 切 欠 １ １ １ ｃ を 設 定 し 、 当 該 切 欠 １ １
１ ｃ の 上 方 に 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ が 配 置 さ れ る 構 成 と し た こ と に よ り 、 当 該 墨 線 ガ イ ド １ ７
３ を 被 加 工 材 の 墨 線 に 接 近 し た 配 置 、 す な わ ち 、 切 り 込 み の 真 下 に 墨 線 が 見 え る 配 置 と す
る こ と が で き 、 墨 線 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 墨 線 ガ イ ド １ ７ ３ を 用 い て 通 風 路 １ ７ １ を 構 成 し た が 、 墨 線
ガ イ ド １ ７ ３ と は 別 部 材 を 用 い て 通 風 路 １ ７ １ を 構 成 し て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 に 係 る 丸 鋸 の 全 体 構 造 を 示 す 一 部 切 断 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 実 施 例 に 係 る 丸 鋸 の 全 体 構 造 を 示 す 一 部 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 に 係 る 丸 鋸 の 全 体 構 造 を 示 す 正 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に お け る Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ０ １ 　 丸 鋸
１ １ １ 　 ベ ー ス
１ １ １ ａ 　 開 口
１ １ １ ｂ 　 ベ ー ス 上 面
１ １ １ ｃ 　 切 欠
１ １ ３ 　 ア ン ギ ュ ラ ー プ レ ー ト
１ １ ５ 　 傾 斜 角 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ
１ １ ７ 　 切 込 深 さ 調 節 用 ロ ッ ク ネ ジ
１ ２ １ 　 丸 鋸 本 体 部
１ ２ １ ａ 　 傾 動 中 心
１ ２ ３ 　 ブ レ ー ド
１ ２ ５ 　 ブ レ ー ド ケ ー ス
１ ２ ５ ａ 　 ギ ア ハ ウ ジ ン グ 部
１ ２ ６ 　 セ ー フ テ ィ カ バ ー
１ ２ ７ 　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ
１ ２ ９ 　 ハ ン ド グ リ ッ プ
１ ３ １ 　 駆 動 モ ー タ
１ ３ １ ａ 　 回 転 子
１ ３ １ ｂ 　 固 定 子
１ ３ ３ 　 ネ ジ
１ ３ ５ 　 出 力 軸
１ ３ ５ ａ 　 駆 動 ギ ア
１ ３ ７ 　 ベ ア リ ン グ
１ ４ １ 　 動 力 伝 達 機 構 部
１ ４ ３ 　 ブ レ ー ド 軸
１ ４ ５ 　 ベ ア リ ン グ
１ ４ ７ 　 被 動 ギ ア
１ ５ １ 　 冷 却 フ ァ ン
１ ５ ３ 　 バ ッ フ ル プ レ ー ト
１ ５ ５ 　 通 風 孔
１ ５ ７ 　 吸 入 口
１ ５ ９ 　 風 窓
１ ６ １ 　 誘 導 路
１ ６ ３ 　 風 整 流 板
１ ６ ５ 　 ノ ズ ル 部
１ ７ １ 　 通 風 路
１ ７ ３ 　 墨 線 ガ イ ド
１ ７ ３ ａ 　 直 線 切 り 用 の 切 り 込 み お よ び 刃 先 模 様
１ ７ ３ ｂ 　 傾 斜 切 り 用 の 切 り 込 み お よ び 刃 先 模 様
１ ７ ５ 　 止 着 ネ ジ
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